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色とりどりの花が咲き競う、美しい季節を迎えました 
5月 8日からは新型コロナウイルス感染症も 5類へ移行となりますが 

再び感染が拡大しないように、引き続き感染症対策は続けていきましょう。 

 

新型コロナワクチン予防接種について 

  令和 5年春開始接種  

  「令和 5年度春開始接種」の対象者は新型コロナウイルス感染症にかかった場合の 

重症化リスクが高い 65歳以上の高齢者や、基礎疾患を有する重症化リスクの 

高い方などを対象に実施されます。 

当院では、5月 15日よりコロナワクチンの接種を開始します。 

 

 当院で接種できる方 

   1・2回目の接種を終了しており、前回接種から 3か月以上経過している方で 

以下のいずれかに該当する方 

① 65歳以上の方 

② かかりつけの方で基礎疾患を有する方、その他重症化リスクが高いと医師が認める方 

   ③ 医療従事者、高齢者施設等の従事者など 

 予約の受付時間 

月・水・金曜日 午後 2時～4時 

    お電話でのみの受付となります。  ☎072-261-4782 

 

    お電話が大変混み合うと思いますので、時間に余裕をもってお掛けください。 

    お手元に診察券（かかりつけの方）、前回接種した年月日・接種回数などが 

    わかる接種券をお持ちただいてお電話ください。 

     （予約の変更やお問合せなどもこの時間で受付いたします。） 

 接種券の発送時期 

   65歳以上の方           Ｒ５年 4月 17日～順次発送 

   65歳未満の基礎疾患を有する方   申請が必要になります。 

      詳しくは堺市ホームページ「堺市新型コロナワクチン接種ポータルサイト」 

にてご確認ください。 

 

    日本で接種が行われている新型コロナワクチンは新型コロナウイルス感染症の発症を 

    予防する高い効果があり、また感染や重症化を防ぐ効果も確認されています。 

    時間の経過とともに感染予防効果、発症予防効果は徐々に薄れていきますが、 

    重症化予防効果は比較的高く保たれていると報告されていますので、 

    重症化リスクの高い基礎疾患をお持ちの方や 65歳以上の高齢者の方には 

新型コロナワクチンの接種をお勧めします。 



 

5月 8日から新型コロナウイルス感染症が ５類へ移行 

令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置づけが５類感染症へ移行します。 

 

変更後の療養について 

   Q：新型コロナウイルス感染症にかかったら、外出は控えないといけないの？ 

   A：保健所からの外出自粛は求められませんが、周囲の方や職場への感染を防ぐため 

     外出を控えることが推奨されます。 

     特に発症後 5日間が他人に感染させるリスクが高いことから、 

     発症日を 0日目として 5日間は外出を控えること  かつ 

     5日目に症状が続いていた場合は、熱が下がり、のどの痛み・痰などの症状が 

     軽快して 24時間経過するまでは、外出を控え様子を見ることが推奨されます。 

     また、10日間が経過するまではウイルス排出の可能性があることから、マスクの着用・ 

     高齢者等ハイリスク者との接触は控えるなど、周りの方へうつさないよう 

配慮しましょう。 

 

   Q：「濃厚接触者」の取り扱いはどうなりますか？ 

   A：5月 8日以降は、「濃厚接触者」として法律に基づく外出自粛は求められませんが、 

     症状がある場合は、外出を控え療養することが望ましいと考えられます。 

 

   Q：陽性の場合、医療費はどうなりますか？ 

   A：5類移行に伴い、陽性判明後の外来診療にかかる費用（検査代、かぜ薬など）は、 

通常の保険診療の自己負担額となります。（一部の高額な治療薬を除く） 

 

   Q：発熱や咳などの風邪症状があります。受診できますか？ 

   A：当院では、発熱・咳症状がある場合、事前にお電話をいただけると診察がスムーズに 

     行えます。また、受診の際は、マスクの着用をお願いします。 

      

 

   マスクの着用は「個人の判断にゆだねることを基本」と 

   なります。 

 

ただし、医療機関を受診する、混雑した電車・バスに 

乗車するとき、不特定多数の人がいるような混雑した場所 

など避けられない場合は、マスクの着用が有効とされます。 

 

   また、手指の消毒、換気は基本的な感染対策として 

   有効ですので、生活習慣として引き続き行うことを 

   お勧めします。 

 

                    


